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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当施設では認知症を有する入所者に対するケアのの取り組みとして「お化粧セラピー」がある。その現場では普段伺い知る事の出来ない入所者の笑顔や自分で化粧道具に手を出す動作が見られる。今回は1名の対象者を選びお化粧をする前の期間とした後の期間で生活状況がどう変わったかを発表する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①担当スタッフが対象者にメイクを行う。（または本人が行う）化粧をする前の期間とした後の期間の行動観察を行う。②長谷川式スケールの採点。　

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
化粧に対する拒否（気持ち悪いからしたくない、いいわ…）が多かったが、「綺麗に塗れましたね」と誉めると喜ばれる事もあった。しかし、期待していた成果を得ることが出来ず、お化粧をする前の期間もした後の期間も本人の行動が変わる事はなかった。　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
何故期待した成果を得る事が出来なかっのか。本人は本当に化粧がしたかったのか。化粧が派手だったり、本人の好みの色を選んでいたか。また、化粧をした姿を誉めすぎなかったか。担当スタッフと本人とのコミュニケーションがきちんととれていたか。これらの反省点が浮かび上がった。　　

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現場のスタッフからは考察に書いた厳しい指摘が出た。しかし、これらも皆の研究発表に対する大きな期待と受け止めた。化粧の好き嫌い、化粧が本当に必要なのか個人によって異なる。今回の研究を試練と教訓ととらえ、今後の業務に役立てる事が出来れば幸いである。　　
